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第
二
二
七
号 

  

母
校
の
学
恩
に
謝
す
（
※
１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
第
二
十
八
回
卒 

 

鎌 

田 
 

正
（
※
２
） 

 

一
、
石
川
先
生
の
薫
化
と
失
言 

  

私
は
相
馬
高
等
学
校
の
前
身
、
相
馬
中
学
校
を
昭
和
五

年
（
一
九
三
○
）
に
卒
業
し
、
爾
来
七
十
八
年
を
経
過
し

て
お
り
、
往
時
を
回
顧
す
れ
ば
茫
々
と
し
て
記
憶
も
定
か

で
な
い
が
、
私
の
生
涯
に
大
き
な
薫
化
を
及
ぼ
し
た
も
の

は
、
母
校
相
中
時
代
に
お
け
る
石
川
虎
之
助
（
※
３
）

先
生
の

漢
文
の
授
業
で
あ
る
。 

 

辺
幅
を
飾
ら
ず
、
一
字
一
句
に
情
熱
を
こ
め
た
朗
読
と
、

諄
々
と
し
て
教
え
ら
れ
た
詳
し
い
解
説
は
、
若
き
我
々
を

心
よ
り
感
動
さ
せ
て
や
ま
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
知
ら
ず
識

ら
ず
の
中
に
、
漢
文
に
心
惹
か
れ
、
名
句
・
名
文
な
ど
を

暗
唱
し
て
楽
し
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
石
川
先
生
に
思
い
出
に
残
る
重
大
な

失
言
が
あ
る
。
第
四
学
年
の
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
が
、
漢
文

の
授
業
の
折
、
孟
子
の
「
三
楽
」
を
説
明
さ
れ
た
石
川
先

生
は
、 

 

と
声
高
ら
か
に
説
明
さ
れ
、「
第
三
の
楽
し
み
を
知
っ
て

い
る
者
に
は
漢
文
の
試
験
を
免
除
し
、
百
点
を
与
え
る
。」

と
約
束
さ
れ
た
。
級
友
誰
一
人
と
し
て
答
え
る
者
は
無
か

っ
た
が
、
私
は
そ
れ
を
暗
記
し
て
い
た
の
で
、 

 

 

と
答
え
る
と
、
石
川
先
生
な
ん
と
頭
を
抱
え
て
、 

「
前
言
こ
れ
に
戯
れ
し
の
み
。
悪
か
っ
た
。
前
言
は
取
り

消
す
。」
と
言
わ
れ
、
呵
々
大
笑
さ
れ
た
。
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
で
あ
る
。 

 

二
、
孟
子
の
名
言 

  

『
孟
子
』
は
、
後
日
、
石
川
先
生
よ
り
講
義
を
拝
聴
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
感
激
し
て
鼓
舞
激
励
せ
し
め
ら

れ
た
も
の
は
、
告
子
編
下
に
見
え
る
、 

 

 

と
い
う
名
言
で
あ
る
。
わ
が
身
に
ふ
り
か
か
る
逆
境
艱
難

を
天
の
与
え
る
試
練
と
覚
悟
し
、
耐
え
難
き
を
忍
び
、
心

身
を
鍛
錬
す
れ
ば
、
大
任
・
大
事
業
を
成
就
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
亜
聖
孟
子
の
大
教
訓
で
あ
る
。 

  

回
顧
す
れ
ば
、
恩
師
諸
橋
博
士
の
大
事
業
で
あ
っ
た

『
大
漢
和
辞
典
』
編
纂
の
委
嘱
を
受
け
、
級
友
米
山
寅
太

郎
君
と
協
力
し
て
、
そ
の
事
業
に
参
加
し
た
の
は
、
昭
和

十
四
年
正
月
か
ら
で
、
爾
来
、
四
次
に
亘
る
事
業
に
専
念

し
て
大
任
を
果
た
す
ま
で
六
十
年
の
星
霜
を
経
過
し
た

が
、
そ
の
間
、
生
命
の
危
機
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
一
再
で

な
か
っ
た
。 

  

忘
れ
も
し
な
い
、
昭
和
十
九
年
七
月
二
十
四
日
早
暁
、

洛
陽
郊
外
に
お
け
る
激
戦
に
、
不
運
に
も
敵
弾
に
倒
れ
、

出
血
多
量
に
て
生
存
見
込
み
な
し
と
い
う
軍
医
の
宣
告

を
受
け
た
が
、
輸
血
に
よ
っ
て
九
死
に
一
生
を
得
、
河
南

省
許
昌
の
兵
站
病
院
に
て
治
療
中
、
栄
養
失
調
に
加
え
て

胸
膜
炎
を
併
発
し
、
歩
行
も
自
由
な
ら
ず
、
重
症
に
呻
吟

し
た
。
軍
医
も
回
復
見
込
み
な
し
と
診
断
し
て
、
重
症
病

棟
に
移
さ
れ
た
。 

 

こ
の
際
で
あ
る
、
内
地
に
打
電
し
た
公
電
が
、「
戦
傷

ス
」
を
「
戦
傷
死
ス
」
と
誤
伝
さ
れ
、
東
京
の
留
守
宅
に

設
け
ら
れ
た
仮
り
祭
壇
の
前
で
、
恩
師
諸
橋
博
士
が
慟
哭

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
荊
妻
か
ら
の
音
信
で
知
る
こ
と

が
で
き
た
。 

 

そ
の
昔
、
顔
回
の
霊
前
で
慟
哭
し
た
孔
子
さ
な
が
ら
の

恩
師
の
恩
情
に
、
し
ば
し
暗
涙
に
咽
ぶ
と
同
時
に
、
前
記



孟
子
の
名
言
が
思
い
出
さ
れ
、
こ
の
重
症
は
天
の
降
す
試

練
で
あ
る
。 

 

是
が
非
で
も
回
復
生
還
し
て
恩
師
の
委
嘱
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、「
人
生
意
気
に
感
ず
、
功
名
誰
か
復

た
論
ぜ
ん
」
と
固
く
決
意
し
た
。
天
未
だ
わ
れ
を
喪
ぼ
さ

ず
、
幸
い
に
も
危
機
を
脱
し
、
翌
年
六
月
末
に
帰
還
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

  

当
時
、
大
漢
和
辞
典
は
第
二
巻
刊
行
直
前
、
大
空
襲
を

受
け
て
、
編
集
所
は
全
焼
し
、
そ
の
資
料
の
す
べ
て
を
烏

有
に
帰
し
た
。 

 

涙
な
が
ら
に
終
戦
の
哀
詔
を
拝
聴
し
た
恩
師
は
、
辞
典

の
編
集
を
一
時
中
絶
し
た
が
、
不
撓
不
屈
、
再
起
を
企
て
、

そ
の
翌
年
か
ら
疎
開
し
て
置
い
た
全
巻
の
校
正
刷
り
を

整
理
修
正
せ
し
め
て
刊
行
に
着
手
し
た
。 

 

戦
後
に
お
け
る
も
ろ
も
ろ
の
艱
難
は
、
筆
舌
に
絶
す
る

も
の
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
五
月
、
全
十
三
巻
を

刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
続
い
て
縮
写
版
、
改
訂
版
、

語
彙
索
引
、
補
巻
一
巻
を
刊
行
し
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
、

恩
師
の
委
嘱
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

『
大
漢
和
辞
典
』
は
、
空
前
の
大
事
業
で
世
界
的
に
高

く
評
価
さ
れ
、
文
化
勲
章
の
恩
典
に
浴
し
、
今
日
な
お
広

く
学
会
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

か
か
る
大
事
業
に
参
画
し
て
微
力
を
傾
倒
し
た
こ
と

は
、
光
栄
感
激
に
た
え
な
い
が
、
思
え
ば
相
中
時
代
に
受

け
た
石
川
先
生
の
薫
化
の
賜
で
、
そ
の
学
恩
に
深
謝
し
て

や
ま
な
い
。 

 

三
、
御
命
名
勘
申
の
光
栄 

  

『
孟
子
』
の
文
に
就
い
て
は
、
過
分
の
光
栄
に
浴
し
た

こ
と
が
あ
る
。
平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
、
皇
孫
内
親
王

殿
下
の
ご
降
誕
に
際
し
、
そ
の
年
の
七
月
に
御
命
名
勘
申

の
大
命
を
拝
し
、
和
漢
の
漢
籍
を
博
読
し
、
そ
の
候
補
の

一
つ
と
し
て
、
孟
子
・
離
婁
編
下
の
、 

 

 

 
を
典
拠
と
し
て
、「
敬
宮
愛
子
内
親
王
殿
下
」
の
ご
称
号

ご
名
号
を
上
申
致
し
ま
し
た
所
、
図
ら
ず
も
ご
嘉
納
の
光

栄
に
浴
し
、
恐
懼
感
激
の
極
み
で
し
た
。 

 

な
お
、
上
記
の
孟
子
の
文
言
は
、
恩
師
諸
橋
博
士
も
揮

毫
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
且
つ
皇
太
子
殿
下
の
ご
命
名
を

勘
申
さ
れ
て
お
り
、
師
弟
学
縁
の
浅
か
ら
ざ
る
こ
と
に
驚

嘆
感
激
し
て
い
る
。 

  

以
上
、
蕪
辞
を
つ
ら
ね
ま
し
た
が
、
謹
ん
で
相
高
創
立

百
十
周
年
の
慶
事
を
祝
し
、
母
校
の
学
恩
に
謝
す
る
と
共

に
、
相
高
の
限
り
な
き
発
展
と
人
材
の
輩
出
活
躍
を
祈
念

し
、
筆
を
擱
く
。 

 

 

 

   

（
※
１
）「
紅
の
旗
ー
創
立
百
十
周
年
記
念
誌
」 

思
い
出
の
記
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
一
月
発
行 

 

（
※
２
）
旧
姓 

渡
部
、 

飯
豊
出
身 

 

（
※
３
）
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
〜
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年 

相
中
教
諭 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
転
記
＆
※
脚
注 

村
山
） 


